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労協連だより

古村　伸宏     労協連だより 田 嶋　康 利

　「全ての生命の尊厳と循環を基盤とした相
互扶助の社会づくりを使命とする協同労働運
動の船出―分断・排除と破壊に満ちた、この
社会を終わらせる―」を基調に、日本労協連
第37回総会、同連合会センター事業団第31回
総代会が、６月17～19日の３日間、延べ2,000
人の参加のもと開催された。
　小田原での開催は、二宮尊徳の「報徳思想」
の実践をめざして小田原で活動されてきた㈱
報徳農場とセンター事業団の提携による「報
徳ワーカーズ」の立ち上げ、また小田原発の

「エネルギーから経済を考える経営者ネット
ワーク会議」との連携など、相互扶助と連帯、
新しい経済のあり方を、より一層力強く進め、
この取り組みを全国に発信していくことも踏
まえてのものである。
　本年の総会・総代会は、静かではあるが、
熱気を孕んだ３日間だった。「協同労働運動
の全面的発展への移行期」の３カ年と定めた
昨年の総会から２年目、奪い尽くす経済、奪
い尽くす社会体制−資本主義の行き詰まりの
もと、分断と排除が進行する今日の世界、そ
して日本社会。海外・国際機関からの連帯の
メッセージ、韓国地域自活センター協会、韓
国労協連の訪日団をはじめとするご来賓の
方々の連帯の挨拶から私たち協同労働の協
同組合ワーカーズコープへの期待の高まりを
実感すると共に、「生命」の尊厳を基礎に、
自然と「共に」、仲間と「共に」、市民と「共に」、

「循環」する地域づくりに向けた実践が、全
国から参加した組合員により自然な語り口で

報告された（総会の詳細は、日本労協新聞を
参照いただきたい）。
　永戸連合会理事長は、最終日、「協同労働
運動の全面的発展への移行期が既に始まっ
ている。その理由は、①生活と地域の必要に
応えようとする動きが仲間全体のものに高ま
り、組織全体がそこに向かおうとしている、
②新たな運動事業の具体化に対する仲間の
恐怖心や気後れや躊躇が一掃されはじめ、
能動性や自発性が組織の気風となっている、
③もっとも重要な点だが、私たち組織の内的
メカニズムと地域住民の現状と関係性、その
発展の相互関連が仲間に実践的に認識され
はじめたこと。人間が自然と「共に」あり、
組合員も地域住民の一員であること。その中
で自分がどういう役割を果たせるのかを考え
たとき、組合員間の結束や一体感や能動性、
主体性、運動事業の原則性が高い認識で捉
えられてきていること、④全国組織、全国観
点、変革構えがスローガンや能書きだけでは
なく、全国で呼応して、実践上のテーマにな
ろうとしている。⑤鳥取「さんいんみらい」
や青森エリアなど「芋づる式」の連鎖・連動
して、運動事業を展開することのおもしろさ
醍醐味をつかみかけている。これら５点に市
民からの共感が高く巻き起こっている。そう
考えると、全面的発展の移行期の中心に運動
事業の連続的・連鎖的発展を実現し、人間
や社会が必要とする無数の多様な共同体づ
くりに成功するのかどうかが問われている。
私たちは、協同労働の組合員として、その固
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有の連続的・連鎖的発展の中で、生活と地
域が必要とする新たなコミュニティ、共同体
をつくり上げていくことを可能な限りできる
だけ早く全国津々浦々に起こしていこう。そ
のことを通じて、歴史の審判に応えられる存
在になりきる覚悟を固めよう」と挨拶された。
　まさに、37年を迎えた労協連ワーカーズコー
プが、社会の歴史的転換期−「行き止まりに
立たされている」いまこの時、「『共生』と『循
環』による『持続』をテーマに、『共に』あり、

『共に』生きる」（古村専務まとめ）ことのでき
る共同体・コミュニティづくりに、協同労働
とその運動がどのように役割を発揮していく
のか、その意志と覚悟を参加者全員で固める
ことができた３日間であったように思う。
　時を同じくして最終日の19日は沖縄で「元
海兵隊員による、残虐な蛮行を糾弾！被害者
を追悼し、沖縄から海兵隊の撤退を求める県
民大会」が開催され、私たちの仲間も連帯の
メッセージを携え、ジュゴンのTシャツ（沖縄
辺野古に連帯して総会で販売）を着て参加し
た。総会での沖縄の仲間から涙しながらの連
帯を呼びかける発言に「彼女は被害者の関
係者なのか」と尋ねた組合員に対し、「私た
ち県民は、産まれた時からリスクと悲しみを
自分のこととして痛みを受け止めている。他
人ごとではなく。それがオール沖縄なんです」
と答える沖縄の組合員がいた。
　県民大会で共同代表の沖縄の大学生は涙
ながらに「安倍晋三さん。日本本土にお住ま
いのみなさん。今回の事件の『第二の加害者』
は、あなたたちです。しっかり、沖縄に向き合っ
ていただけませんか。いつまで私たち沖縄県

民は、ばかにされるのでしょうか」と語り、
「戦場ぬ止み」映画監督の三上智恵さんは、
事件後にこう語った。「誰かをなじる言葉に
同調しようとする自分のズルさを、今回は絶
対に許すまいと思う。やりきれない気持ちを
わかりやすいところにぶつけて、自分が少し
でもラクになろうというのか。彼女の味わっ
た地獄を思うなら、肉親、友人が抱えていく、
二度と晴れない空を思って震えるなら、この
状況を味わえ。安心して外を歩けない島を。
放置してきた自分の責任を問え。基地さえ
なければ彼女の人生は続いていた。敗戦と
占領で、基地との共存を強いられた。でも
そのいびつな環境を、70年甘んじて受け入
れてきたのはだれ。そのうち50年、少なくと
も大人になって30年分の責任から自分は逃
れられない。戦争をしないと決めたのに、人
の武力で守ってもらおうとする、この国の矛
盾に目を背けてきたのなら、武力組織が量
産する罪と共犯関係にある。ひとのせいに
できるひとはこの国にはいない。ひとのせい
にして、次の事件を防ぐことは絶対にできな
い。現状を変えるしかない。ここから脱出
するしかない。意気消沈も、涙も、彼女の
ためにならない。次の犠牲者のためにはな
らない。苦しめ、と自分に言う。逃げるな、
と息を止めて、こわばりながら」。
　尊厳ある命が奪われ続けてきた沖縄の
人々から発せられた言葉。６月23日慰霊の日、
７月参議院選挙、「尊厳ある命」を基礎とす
る運動事業を担う協同労働の協同組合員、
私たちの一人ひとりの決意と覚悟が問われ
る暑い夏が来る。
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～総会・総代会の一場面から～
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